























































Pass motion change by the differences in task difficulty  
– Using the Pass Change Task in Soccer –


















































₁ ） 変更なし条件 :LEDの点灯を変更させない条
件。







₃ ） トラップ後条件 :対象者がボールをトラッ
プしてから軸足を踏み込むまでにLEDの
点灯を変更させる条件。

































4 条件を設けた。 4 条件は変更なし条件、トラップ前条件、トラップ後条件、キック前条件とし、 2 の区間が





























































図 4 ：MT を規格化した単一課題（左）と複合課題・変更なし条件（右）の角度変化
　縦軸が目標ゴール方向と股関節中点のベクトルおよび股関節ベクトルがなす角（股関節方向角）の角度（deg）、
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図 5 ：キック時点における角度のばらつき
　キック時点での +SD の角度の値を対象者ごとに
算出し、平均値からの差を求め、その値を試技間で
比較した。
2 つの試技間に有意な差があった（p< 0.05）。
